
2010～2011年度 No.1

　第 　 １　　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

河合地区ガバナー 大石第一副地区ガバナー 阿久津第二副地区ガバナー

○  L　片岡　洋乃委員長 ○  L　林田喜久子副委員長 ○  L  中村　安次副委員長

病欠  L　形山　将行委員 ○  L　阿部　かな子委員 ○  L　前田　由雄委員

○  L　岩井　純一委員 ○  L　山﨑　紀世恵委員 ○  L　関原　芳井委員

○  L　氣谷　昌代委員 ○  L　戸矢崎　哲委員 ○  L　岡田　吾一委員

○  L　青柳　千尋委員

○  Ｌ　奈須野　慎二副幹事 ○  Ｌ　大原　紘子副幹事

 Ｌ　金澤　喜章副幹事
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次　　　第

議　　　題

 ･ 会員増強委員会と連携し、当委員会はソフト面を担当　情報を提供する。

 ･ 女性参画･女性会員及び家族会員増強への広報活動を行う。

（複数のリジョンをひとつのエリアとしてグループを作り行動する）

→中村副委員長が担当する。岡田委員、阿部委員及び関原委員がサポートする。

中村副委員長より、当委員会役割分担の提案があった。

片岡委員長より、役割分担の発表があった。

→会員増強･エクステンション･リテンション委員会とのタイアップは、委員長を中心に

①ガバナーの諮問機関であること。

②啓蒙活動であること。

③女性会員増強　　家族会員制度を利用し、家族会員増強につなげる。

 ･ 来期以降の女性参画を考え、後半の行動計画（イベント等）を考える。

 ･ 330-Ａ地区の現状把握の為、各クラブ会長へのアンケートを実施する。

（今期の会長の考え方を知る。これを基に行動していく）

キャビネット報告（担当副幹事）　　Ｌ　奈須野　慎二、Ｌ　大原　紘子

審　議　　別紙議題による

日程確認・調整

次回開催確認

審議経過事項の概要

片岡委員長より、2010-2011年 女性参画･家族会員推進委員会活動方針説明

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ　中村　安次

ガバナー挨拶　（委員長挨拶）　　Ｌ　片岡　洋乃

議事録作成　　Ｌ　前田　由雄、Ｌ　青柳　千尋

　２０１０年　７　月　３０　日　金　曜日　　　　　１６時００分　～　１８時００分

キャビネット事務局会議室

　出席オブザーバー

女性参画・家族会員推進委員会

 L　片岡　洋乃

出　席　者
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作　成　者 　Ｌ　中村　安次

委員会資料―家族会員であることの証明、メンバー名刺コピー集等、フォーラム＆チャリ

 ･ 権利を持った家族会員の行動の把握（本当の家族会員の在り方を考える）等の為に内

①各クラブ会長にアンケートお願いする。迅速な返信をいただきたい。

奈須野副幹事より、フォーラム＆チャリティコンサート（仮称）への参加と協力の依頼があった。

大原副幹事より、会員増強の担当副幹事を兼ねているのでお手伝いして下さるとの発言があった。

②答えたくなるようなアンケート作成

片岡委員長より、本日（7/30）出席した会長会の報告があった。

審議経過事項の概要

→委員会全体を上記により２つに分けるのではなく、いつでも全体が一つにまとまり、協

次回開催日時
　　　　　　場所

　２０１０年　８　月　３０　日　金　曜日　　　　１６時３０分　～　１８時００分

キャビネット事務局会議室

（ガバナーがお忙しい中１５分程参加して下さった。）

河合ガバナーより、挨拶の中に下記の様な依頼事項があった。

①正会員としての意識を持つ家族会員の育成

→１１Ｒ－１４Ｒ　　　　　　　各エリア分担及び担当者については後日発表する。

委員長からクラブ会長へのアンケートを早急に実施する。

ティコンサート（仮称）及び月例報告＆会員制度のご案内

＜本日の配布資料＞

今期国際会長及び河合ガバナーの方針、2010-2011年度決定事項、現勢、日程表、

ガバナー公式訪問日程、

議　　　題

→容の再検討をし、各会長アンケート以外に委員会活動後半にもう一度アンケート等の

 ･ 本日の議論は女性会員増強への具体策より、家族会員増強の要素が強かった。

②各クラブ家族会員のドロップが増加しているので、ドロップしない様ご協力いただきたい。

→方法を考える。

→会員増強へのつなげ方を考える。

片岡委員長より、月々の定例会は原則1回とし、必要に応じて随時委員会を開催する。

No.2

→力し合う事が前提である。

林田副委員長より、女性会員及び家族会員の実態把握について提案があった。

→エリアを考えた実態調査･広報活動の提案。

→　１Ｒ－　５Ｒ

→　６Ｒ－１０Ｒ　　　　　　　と、3グループに分ける

→又、女性参画･かいいん啓蒙活動に関しては、林田副委員長が担当する。

→メンバー全員が林田副委員長をサポートし、エリア毎に行動する。


